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中期経営計画策定に関するお知らせ 

 
当社は、本日開催の取締役会において、2025年10期から2027年10月期までの3年間を対象とする中期経営

計画を決議致しましたので、お知らせいたします。 
 
１．対象期間 

2024年 11 月から 2027 年 10 月までの３年間 
 
２．中期経営計画策定の背景 

当社グループでは「ユニークな発想で新しい価値を創造する」をミッションとし、「あらゆる表面の
リノベーション＆イノベーションカンパニーヘ」を 2030ビジョンとして掲げております。 
この 2030 ビジョンの実現に向け、各事業部門の強みや課題を整理し、施策や成長のストーリーを定め

た中期経営計画を策定いたしました。 
 
３．数値目標 

 2024年10月期 2027年10月期 対2024年10月比増減 
売 上 高 207.5億円 240.0億円 +32.5億円 
営業利益 12.3億円 20.0億円 +7.7億円 
EBITDA 20.3億円 28.0億円 +7.7億円 

R O E 4.1% 
6%前後 

（株主資本コストと同水準） 
+1.6% 

 
４．株主還元方針 

持続的な安定配当の実施を基本方針としていることを踏まえ、今中期経営期間中（2025～2027年度）に
おいては、中長期的な企業価値向上のための投資を優先する中で、配当性向 40％を目途とするとともに、
年間配当の下限を 50円といたします。 
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1948年
名古屋塗料会社として創業
シンナー、酒精ニスの製造・販売を開始

※1,2 1992年以前は単体売上高、経常利益の値を掲載

2014年フィリピン子会社を設立
2019年タイ子会社を設立
2021年ベトナム子会社を設立

2003年 中国子会社設立

1987年 中央研究所設立

1993年研究所一号製品
LCD向けスペーサー発売

1966年 本社工場移転

※第一工場
移動式タンク塗料製造装置
多品種少量生産の新工場完成

※NATOCO VIETNAM 
Company Limited

 創業より「ユニークな発想で新しい価値を創造する」の経営理念の下、時代の先を見据えた挑戦を継続

ナトコグループのあゆみ
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連結売上高※1

営業利益※2

2013年 巴興業完全子会社化
2014年 アイシー産業子会社化
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塗料 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ 蒸留 営業利益率

 売上高は増加傾向にあるものの営業利益率は2021年度をピークに低下
 塗料事業：ここ数年の原材料価格の高騰分を販売価格へ転嫁しきれず
 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ：一部市況の悪化による販売低下を他で補えず
 蒸留事業：新規顧客の獲得もあり売上高は増加傾向
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近年の振り返り

売上177
売上162

売上190
売上204 売上202 売上208

（単位：億円）



 塗料事業：原材料価格上昇が続く中、新分野×新機能で着実に裾野を拡大
 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ：電子デバイス(スマホ・PC他)分野の市況に左右、新商品開発及び商材ポートフォリオの

分散に課題
 蒸留事業：リサイクル意識向上を追い風に、積極的な営業活動を展開
 生産部門：本社工場の生産設備が老朽化、生産性向上も念頭に抜本的な対応策の検討が必要
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近年の振り返り



 ナトコのミッション「ユニークな発想で新しい価値を創造する」は、創業以来変わらぬ普遍的価値
 ミッションを起点に「サステナビリティ方針」と「中期経営計画の基本方針」を設定
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ナトコのポリシー(ミッションと2030ビジョン)



7

中長期的な企業価値向上に向けた取組

 ｢事業成長と収益性の維持向上｣を起点に、｢キャッシュフロー拡大｣を経営の重要なKPIとして認識
 創出キャッシュフローは、中長期的な企業価値向上に向け｢戦略投資・成長投資・更新投資｣に充当
 残余キャッシュフローを主な原資とし、安定的な株主還元を実施



8

中期経営計画の施策サマリー

 ナトコが持つ特徴ある機能・技術を市場にシンクロさせた事業拡大施策を実行
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中期経営計画の目標(KPI)

 中期経営期間中に積極的な戦略・成長投資や老朽化した本社工場※の更新投資を予定しており、
EBITDAをKPIとして設定

※本社工場の竣工年度 第一工場1966年、第二工場1974年、樹脂工場1979年

2022 2023 2024 2025予 2026計 2027計 24比増減

売上 204 202 208 220 230 240 +32

塗料 122 124 128 139 145 150 +22
⇒
⇒
⇒

DIC事業譲受効果発現
輸出拡大
環境対応商材拡販

ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ 33 25 27 27 28 31 +4
⇒
⇒

塗装レス技術への対応
電子材料・モビリティ分野
への注力

蒸留 50 53 53 54 57 59 +6
⇒
⇒

廃液集荷増強
単価改善

17 13 12 14.5 17 20 +8

EBITDA 24 20 20 22 25 28 +8

（参）海外売上 38 34 36

億円 増減因数

営業利益
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売上208

売上300

戦略投資・成長投資
の効果発現

売上240

2030ビジョン達成に向けたストーリー

 2027年度までの3年間 各事業の現有施策の着実な実施と次の3年間に向けた種まきを実行
 2030年度に向けて 各施策の深堀りを図るとともに、実行した戦略投資・成長投資の効果を

発現させることで2030ビジョンの達成を図る

廃液集荷増強

水平リサイクル施策

塗装レス技術への対応

電子材料・モビリティ分野
への注力

DIC譲受効果発現

海外ビジネス拡大
環境配慮型製品拡販

単価改善

蒸留能力増強投資

水平リサイクル拡大

塗装レス技術の深化

電子材料分野拡大
モビリティ分野拡大

海外ビジネス拡大

環境配慮型製品の更なる拡販
事業提携及びM&A

（単位：億円）
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資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応

 当社のPBRは1倍を大きく下回る水準、その主因はROEの低下と理解
 ROE：収益力の改善を図ることで、2027年度でROEを株主資本コスト(6％前後と認識※)と同水準に、

2030年度で8％程度とすることを目標として設定
 PER：配当方針の明示や中期経営計画公表も含めたIR情報の量と質の充実を図る他、戦略投資、成長投資

(DX投資・R&D投資・人的資本投資)、更新投資を実行することで、中長期的な企業価値向上を図る

株主資本コスト
を6%前後と認識

ROE

PER

PBR

※自社及び同業の月次・週次5年
β値を参考とした

PBRは長期に亘り
1倍を下回る状況

β値
月次・

週次5年

自社・同業
スタンダード

0.7～0.9
9.7

12.8 12.3

9.8

8.9

10.6

7.9 7.9 8.0

11.9 11.7

6.0

8.0

10.0

12.0
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キャッシュアロケーション

 “M&A等の戦略投資”、“成長投資(DX投資・R&D投資・人的資本投資)、更新投資”に効率的に配分し、
中長期的な企業価値向上を図る

 他方、持続的な安定配当の実施を基本方針としていることを踏まえ、今中期経営期間中（2025～2027年度）
においては、中長期的な企業価値向上のための投資を優先する中で、配当性向40%を目途とするとともに、
年間配当の下限を50円とする

原資 分配

事業提携やM＆A
経営基盤拡充に向けた成長投資
　～DX投資・R&D投資・人的資本投資

生産・物流設備の新設・更新
本社工場のリニューアル（計画中）

中計期間営業CF
　 　 50億円～

2024/10期末
現預金等
　 　128億円

配当金 配当性向40%かつ最低50円配当を維持

運転資金 月商の3か月程度

M&A等の戦略投資
成長投資
更新投資
　　　　60億円～
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事業部施策
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事業部施策
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事業部施策
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事業部施策
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事業部施策
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ナトコの技術と研究開発
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グローバル化推進

 塗料(金属)：中国をはじめとする海外の多種多様な顧客・ニーズに合わせた製品の供給
 塗料(建材)：当面は日本国内生産・輸出対応だが、将来的には現地生産化も視野
 ﾌｧｲﾝｹﾐｶﾙ ：グローバル展開企業のニーズに応えるため、日本のみならず海外の開発・生産力を強化
 他方、日本企業の国内生産回帰の動きもあり、客観情勢の変化に柔軟に対応して行く
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サステナビリティへの取組(環境)
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サステナビリティへの取組(環境)
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サステナビリティへの取組(人的資本経営)
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サステナビリティへの取組(人的資本経営)
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サステナビリティへの取組(責任ある事業活動)


